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調理方法を商業的に融合させたもので、この 3 つがイギリスにおいて 1 つのインド料















































まず、台湾料理という呼び方は、日本統治時代(1985 年から 1945 まで)に始まった
が(渓南生 1898)、代表的な台湾料理店は開店時「支那料理」と自称した(蓬莱閣主人 
1930)。植民地政府は台湾を有効的に支配するために台湾料理を支那料理から独立させ、
中国にルーツを持つが台湾でアレンジされたものへと転換した(陳 2008: 157-158; 曽 
2013: 113-114)。すなわち初期の台湾料理とは、日本人が植民地である台湾を統治する
ために作った枠組であり、台湾人の日常生活に食べられる料理ではなく、社会的地位







称されて公の場に出せない庶民食と見なされるようになった(Chen 2010: 59-90; 簡 
2013: 22; 許 2013: 72; 陳 2016: 18; 陳 2020)。また、大量の中国移民がもたらした
中国料理がレストラン、屋台、夜市など台湾人の日常生活に溶け込んでいった(傅 















図 3-1: 台湾料理の定義の変化 
出所: 陳(2020)をもとに筆者作成 
 



















れた(河口 2005: 45-46; 陳 2020)。2000 年に陳水扁が総統に就任するころには、「外
省人」と「本省人」の二分法の代わりに、台湾は「福佬人」、「客家人」、「原住民」、「外
省人」の「四大族群」から成り立つという認識が優勢になった(沼崎 2014: 97-98; 陳 
2020)。台湾の「本省人料理」も「辦桌」と「小吃」も 2000 年総統就任大典に見られ





るとの指摘が多くみられる(許 2013: 3-4; 陳 2008: 140-141; 李貴栄 2000: 28)。 
         
図 3-2: 2000 年以降の台湾料理 






台湾は、1895 年から 1945 年までの 50 年間日本の植民地であったため、多くの台
湾人が留学や仕事を目的に来日し、日本で「台湾料理店」を経営していた。蔡培火が
















































































を永住者と呼ぶ(出入国管理及び難民認定法第 22 条)。 



































写真 4-2: 紙製のメニューに挟んでいる台湾ラーメンの紹介 




















写真 4-3: 壁に貼られた「台湾まぜそば」のお品書き  






























































































写真 4-4: 「台湾直輸入の百業豆腐と豚肉の炒め料理」のお品書き 
(2018 年 10月 15日 筆者撮影) 
 
 
写真 4-5: L氏オリジナル料理「チャハン革命」のお品書き  
(2018 年 10月 15日 筆者撮影) 




写真 4-6: 壁に貼られた A店の特徴な料理メニュー 
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図 4-1: B店の中華料理、中国料理、台湾料理の関係図 
































































































































写真 4-11: 台湾流おせちのチラシ(2018 年 11月 28日 筆者撮影) 
 













































































































提供しているのは 16品のみで、それは 2枚の A4サイズの紙にまとめられている。
また、客に台湾料理しか提供しないことを表すために、メニューに赤字で「台菜單




















































































































































































図 4-2: C店が考えた日本における台湾料理店の関係図 
出所: 2020 年 11月 6日店主の話をもとに筆者作成 
 
C 店が仙台市内の「本場な台湾料理店」として雑誌に取りあげられた際、取材に来












に来た記者さん 2 人はそういう感じだったかな。 
 










図 4-3: C店が考えた中華料理、中国料理、台湾料理の関係  
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